
この一年間は私にとっても皆さんにとっても人生で忘れられない一年だったと思います。
コロナ渦の影響は大変な一年で、一年が二年にも三年にも感じられました。
毎週例会で普通に会うことが出来なくなってしまい、親睦のゴルフ会や旅行会、クリスマス
家族会も中止にせざるを得ませんでした。
その中で毎週のように例会の開催の有無や親睦会、奉仕活動をどうするかを決めていか
なくてはいけませんでした。
佐々木幹事を初め、青木親睦委員長や石川プログラム委員長、平岡会報委員長、
各委員長に大変骨を折って頂きました。
この一年で、新都心RCにおられる今の会員の皆さまの結束は本当の意味でより強く
なったのではないでしょうか？
このような状況においてもロータリアンの意識が薄れることなく、何か出来ないかという皆さんの行動は素晴らしい
ものでした。
また、残念ながら退会された会員がいる中で２名の新しい会員を迎えることが出来たのは、大変な喜びです。

一年間といっても実際に例会が開催出来たのは約半分、奉仕活動も親睦活動も思うように出来なかったのは
残念でしたが、その中でも昨年の青木宏義委員長の「ファイヤーサイドミーティング」や児玉譲職業奉仕委員長
の「職場訪問」、栂野青少年奉仕委員長の「防災と音楽の集い」を開催できたのは、大変良かったと思います。
また、事務局のスタッフの献身的な働きには本当に感謝しかありません。

「もう一年やった方がいい」など励ましとも物足りなさとも言える叱咤？激励？もありますが、新都心RCは本当に
人材に恵まれていて、私の出る幕はありそうにありません。
次年度からは、私の出来ることをまた模索しながら、皆さんと一緒にロータリー活動を盛り上げていきたいと思います。
一年間、ありがとうございました。
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東京新都心ロータリークラブ 【未来の奉仕を考えよう】

次回のプログラム
第1486回例会 7月7日（水）

「新年度を迎えて・クラブフォーラム①」
会長 小川恵司 幹事 伊豆隆義

職業奉仕委員長 吉田寿人
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非常に長く感じた1年間でしたが、会員の皆様のご理解とご協力で今年度も無事に終える
ことが出来ました、皆様ほんとうにありがとうございました。
わたくしは2014年10月、49歳という若さで他界された藤原次彦さんの紹介にて東京新都
心ロータリークラブに入会させて頂きました、入会をさせて頂き7年目、ロータリー活動は楽し
いですかと聞かれれば大きな声で「はい！」と言えるようになりました、いまだ「四つのテスト」を
間違える私ですが、大瀧会長年度には是非わたしに幹事を務めさせて下さいとお願いしま
すと、嫌な顔せず「佐々木さん、宜しくお願いします」と言って下さいました。
今年度大瀧会長は「未来の奉仕を考えよう」を基本方針として掲げられました、全世界が
この様な状況の中、私たちはロータリアンとして何が出来るのか、状況に応じていまは何を
すべきなのか、その結果、未来に何を残すことが出来るのか、多くのことに悩み考えさせられ
た1年でございました。 2面に続く
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この様な状況下ではありますが、会員の皆様に多くの感謝がございました、何事も決断をするのは力を要します、
上期、会長・幹事感謝の会開催を決断して頂いた青木親睦活動委員長、新都心スマイル&ドリームガーデン
の植栽開催を決断して頂いた和田職業奉仕委員長、緊急事態宣言中ながら事前にＰＣＲ検査を参加条
件に開催出来た職場見学会、児玉職業奉仕委員長ありがとうございました、また先週開催されました「防災と
音楽の集い」ですが「コロナ禍でもロータリアンは奉仕活動を止めない」と非常に丁寧に開催を進めてくれた栂野
青少年奉仕委員長にはさすがのひと言でございました、先生方や生徒の笑顔が忘れられません。

会員の皆様からお預かりしています、国際奉仕プロジェクト基金からヴァッタ会員を通じネパール政府に救急車
両を1台支援することも出来ました、例会や奉仕活動、ロータリー活動開催の有無、社会情勢を鑑みながら常
に苦渋の決断を強いられ、振り返ればベストな決断をされた大瀧会長、それら全てのことに対応頂いた会員や
事務局の皆様に心から感謝申し上げます。

一日も早いコロナ感染症の収束と会員の健康を心からお祈り致しております。


